
日
本
の
感
染
症
対
策
チ
ー
ム

初
派
遣
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

げ
以
来
、
初
め
て
の
派
遣
と
な
っ
た
。

　
派
遣
期
間
は
７
月
20
日
か
ら
８
月
７

日
ま
で
の
19
日
間
。
一
陣
と
二
陣
の
計

17
人
が
、
黄
熱
の
検
査
診
断
支
援
、
８

月
に
現
地
保
健
省
が
実
施
し
た
大
規
模

ワ
ク
チ
ン
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け

た
提
言
、
保
健
省
へ
の
助
言
の
３
つ
を

中
心
と
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

　「
派
遣
に
先
立
つ
調
査
の
結
果
に
よ

る
と
、
現
地
の
国
立
生
物
医
学
研
究
所

（
I
N
R
B
）
に
多
数
の
検
体
が
届
い

て
い
る
も
の
の
、
検
査
用
試
薬
の
不
足

な
ど
か
ら
、
７
月
16
日
時
点
で
3
0
0

の
検
体
が
未
検
査
の
状
態
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
現
地
で
使
う
検
査
用

消
耗
品
の
う
ち
、
冷
凍
・
冷
蔵
保
存
が

必
要
な
も
の
は
、
派
遣
さ
れ
た
隊
員
が

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
と
一
緒
に
手
荷
物
と
し

て
飛
行
機
に
持
ち
込
み
、
機
内
で
氷
を

調
達
す
る
な
ど
し
て
持
参
し
ま
し
た
」。

そ
う
語
る
の
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所

ウ
イ
ル
ス
第
一
部
の
研
究
者
で
、
感
染

症
対
策
チ
ー
ム
の
一
陣
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
下
島
昌
幸
さ
ん
だ
。

　
下
島
さ
ん
が
主
に
担
当
し
た
の
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
き
に
体
内
に

生
じ
る
抗
体
を
検
出
す
る
こ
と
で
感
染

を
確
か
め
る
抗
体
検
査
だ
。「
一
日
１

０
０
か
ら
２
０
０
の
検
体
の
抗
体
検
査

を
、
I
N
R
B
の
検
査
員
た
ち
と
５
日

間
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
こ
れ

ま
で
に
使
っ
た
こ
と
の
な
い
消
耗
品
を

用
い
た
際
、
検
査
が
失
敗
し
、
全
て
や

り
直
す
日
も
あ
り
ま
し
た
」
と
下
島
さ

ん
。ま
た
、活
動
全
体
を
振
り
返
り
、「
現

地
の
検
査
員
は
、
検
査
技
術
も
結
果
の

判
断
力
も
十
分
に
あ
り
ま
し
た
が
、

I
N
R
B
で
は
消
耗
品
の
不
足
に
よ

り
、
検
査
が
滞
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い

よ
う
で
し
た
」
と
同
国
が
抱
え
る
課
題

も
指
摘
す
る
。

　
下
島
さ
ん
ら
３
人
の
検
査
診
断
の
専

門
家
が
消
耗
品
の
提
供
と
技
術
協
力
を

行
っ
た
こ
と
で
、
大
量
の
未
検
査
検
体

が
処
理
さ
れ
、
I
N
R
B
は
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
た
。
こ
う
し
て
、
黄
熱
流

行
を
食
い
止
め
る
た
め
の
迅
速
な
対
応

へ
と
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

　
一
方
で
、
国
立
大
学
法
人
東
北
大
学

特集  国際緊急援助隊30周年 
一刻も早く、一人でも多く

大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
神
垣
太
郎
助

教
を
は
じ
め
と
す
る
６
人
の
医
師
や
感

染
症
の
専
門
家
が
協
力
し
た
の
は
、
８

月
中
旬
以
降
に
１
１
０
０
万
人
を
対
象

に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
規
模
ワ
ク
チ
ン

接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
た
提
言

だ
。

　「
私
た
ち
の
派
遣
期
間
中
だ
っ
た
７

月
は
、
キ
ン
シ
ャ
サ
州
に
あ
る
35
郡
の

う
ち
の
一
つ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
現
場
が

あ
る
６
カ
所
の
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。
接
種
は
問
題

な
く
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
保
健
ス
タ
ッ
フ

が
、
接
種
者
の
人
数
と

年
齢
区
分
は
記
録
し
て

い
る
も
の
の
、
性
別
の

情
報
を
取
っ
て
い
な
い

な
ど
の
課
題
も
見
つ
か

り
ま
し
た
」
と
神
垣
さ

ん
。
こ
の
よ
う
な
指
摘

は
８
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
時
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
神
垣
さ
ん
は
入
念
な

計
画
立
案
の
重
要
性
も

指
摘
す
る
。「
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
ま
で
に

は
、
接
種
対
象
人
口
や

接
種
会
場
を
決
め
、
物

品
の
調
達
を
行
い
つ

つ
、
住
民
に
周
知
す
る

な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
世
界
保
健
機

関
（
W
H
O
）
か
ら
の
予
算
調
達
を
は

じ
め
、
調
整
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

か
ら
、
１
カ
月
前
に
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
体
の
詳
細
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
」

　
こ
の
他
、
神
垣
さ
ん
た
ち
は
Ｉ
Ｎ
Ｒ

Ｂ
や
病
院
を
訪
問
し
て
、
黄
熱
の
発
生

状
況
や
推
移
な
ど
、
対
策
の
た
め
に
必

要
な
デ
ー
タ
を
確
認
し
た
り
、
既
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
了
し

　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
末
以
降
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ン
ゴ

ラ
や
ウ
ガ
ン
ダ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

な
ど
で
、
黄
熱
が
流
行
し
た
。
黄
熱
と

は
、
黄
熱
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
に
刺

さ
れ
る
こ
と
で
か
か
る
感
染
症
。
主
な

症
状
は
発
熱
や
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
だ

が
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
と
死
に

至
る
場
合
も
あ
る
。
一
方
で
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
い
れ
ば
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
る
感
染
症
だ
。
黄
熱
感
染

の
危
険
性
が
あ
る
国
で
は
、
入
国
者
に

黄
熱
の
国
際
予
防
接
種
証
明
書
、
通
称

〝 

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〞
の
提
示
を
求
め

る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
は
、
今
年
３

月
以
降
、
首
都
の
あ
る
キ
ン
シ
ャ
サ
特

別
州
を
含
む
５
つ
の
州
で
黄
熱
の
患
者

が
確
認
さ
れ
た
。
６
月
20
日
に
は
同
国

政
府
が
黄
熱
流
行
を
宣
言
。３
月
以
降
、

７
月
20
日
ま
で
に
、
死
亡
者
95
人
を
含

む
１
９
０
０
人
の
患
者
（
疑
い
症
例
を

含
む
）
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
の
対
応
に
尽
力
し
た
の
が
、
日
本

の
国
際
緊
急
援
助
隊
・
感
染
症
対
策
チ

ー
ム
だ
。
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
の
発
足

は
昨
年
10
月
。
２
０
１
４
年
に
西
ア
フ

リ
カ
地
域
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
流
行
し

た
こ
と
を
受
け
、
世
界
規
模
の
感
染
症

対
策
に
貢
献
す
る
た
め
、
日
本
は
感
染

症
対
策
チ
ー
ム
を
設
立
し
た
の
だ
。
疫

学
や
検
査
診
断
な
ど
の
専
門
家
が
続
々

と
登
録
し
、
今
回
、
チ
ー
ム
の
立
ち
上

大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接
種

黄
熱
の
流
行
の
収
束
に
向
け
て

て
い
る
地
域
を
視
察
し
て
、
接
種
後
の

感
染
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ

た
り
し
た
。「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
は

保
健
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
も
あ
り
、
体
制

面
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
現
地

の
保
健
省
の
他
、
W
H
O
や
赤
十
字
な

ど
の
国
際
的
な
援
助
組
織
が
参
加
す
る

会
議
で
日
本
の
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
と

し
て
提
言
し
た
の
は
、
詳
細
計
画
の
策

定
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
計

画
内
容
や
課
題
点
に
関
し
て
関
係
者
間

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
」

　
こ
れ
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
て
現
地
で

は
準
備
が
進
め
ら
れ
、
８
月
中
旬
か
ら

キ
ン
シ
ャ
サ
の
３
０
０
０
の
接
種
会
場

で
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
大

き
な
混
乱
も
な
く
無
事
終
了
し
た
。

　
今
回
の
日
本
の
協
力
は
、
現
地
保
健

省
と
の
連
携
で
進
め
ら
れ
た
も
の
。
国

内
外
の
支
援
機
関
と
の
間
で
定
期
的
に

会
議
を
開
催
し
て
い
る
保
健
省
に
対

し
、
日
本
は
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制

に
つ
い
て
の
助
言
な
ど
も
行
っ
た
。
こ

う
し
て
、
８
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
、

黄
熱
の
流
行
も
収
束
に
向
か
っ
た
。　

　
チ
ー
ム
設
立
か
ら
約
10
カ
月
で
、
初

め
て
の
派
遣
と
な
っ
た
日
本
の
感
染
症

対
策
チ
ー
ム
。
高
い
専
門
性
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
細
や
か
な

支
援
が
展
開
さ
れ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
の
人
命
救
助
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
援
助
能
力
は
、
今
後
も
世
界
の
感

染
症
対
策
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

INRBの現地スタッフと共に抗体検査を行う下島さん。「INRBのいくつかの部
門や実験室を案内してもらい、今後の協力や関係構築に役立つ情報も収集
できました」と話す

現地保健省で開催された調整会議。保健省
と関係機関が黄熱の流行状況や課題などを
整理し、今後の対策を協議した

７月、ワクチン接種キャンペーン
に子どもを連れて訪れた現地
の女性。日本の感染症対策チ
ームによる視察で、接種方法な
どが確認された

７月に実施されたワクチン接種キャンペーンで、接種データの管理方法について、現地の保健省の担当者に
聞き取り調査をする神垣さん（右から２人目）

コンゴ民主共和国では、今年３月以降、多くの人が黄熱によって命を落とした。
黄熱の危機から人 を々救うため、現地でさまざまな援助機関の
スタッフらと共に汗を流した国際緊急援助隊・感染症対策チーム。
チームの立ち上げ以来初の派遣となった今回の活動を追った。

日本として世界の
感染症対策に貢献したい

Congo
コンゴ民主共和国from
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